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清瀬市長

渋谷　金太郎

　

初
春
を
祝
し
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶よ

ろ
こ

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ま
に
は
日
ご
ろ

よ
り
市
議
会
に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
早
く
も
丸
４
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
自
然
の
威

力
と
い
う
も
の
は
、
と
て
も
人
間
に
想
定
で
き
る
よ
う
な
生
や
さ
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
市
民
の
安
全
を
守
る
行
政
の
立
場
と
し
て
、
今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

最
大
の
努
力
と
最
善
の
方
法
を
も
っ
て
、
安
心
し
て
生
活
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
昨
年
は
ス
ポ
ー
ツ
界
が
大
変
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
嬉う

れ

し
い
年

で
し
た
。
相
撲
で
は
横
綱
白
鵬
が
、
大
鵬
に
並
ぶ
32
回
目
の
最
多
優
勝
記
録
を
達
成
し
、
テ

ニ
ス
の
錦
織
選
手
の
活
躍
に
は
世
界
中
が
興
奮
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
経
済
効
果
と
い
う
点

か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、
日
本
中
を
元
気
づ
け
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
清
瀬
市
の
市
民
ま
つ
り
・
農
業
ま
つ
り
・
ひ
ま
わ
り
市
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
も
盛
況
で
元
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
農
・
工
・
商
連
携
の
ま
ち
づ
く
り

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
結
び
に
、
皆
さ
ま
方
に
と
っ
て
今
年
一
年
が
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 清瀬市議会議長

粕谷　いさむ

新

年

の

ご

挨

拶

迎春迎春

市役所屋上から望んだ早朝の富士山

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
、
東
京
都
か
ら
清
瀬
小
児
病
院
跡
地

に
、
震
災
に
備
え
て
三
万
ト
ン
の
水
道
水
を
貯
め
て
お
く
施
設
の
計
画
に
着
手
し
て
い
く
な

ど
の
話
を
聞
い
て
い
た
時
、「
羊
年
に
水
か
！　
『
羊
水
』の
年
だ
」と
思
い
ま
し
た
。
赤
ち

ゃ
ん
、
命
を
育
む
羊
水
に
改
め
て
感
謝
の
念
を
確
認
し
て
い
く
年
で
す
。
ま
し
て
や
人
口
減

少
社
会
、
子
育
て
を
し
っ
か
り
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
十
二
支
で「
羊
」は
未
来
の「
未
」と
書
き
ま
す
。
昨
年
末
、
水
素
で
走
る
燃
料
電

池
車
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
名
前
は「
ミ
ラ
イ
」で
す
。
時
を
合
わ
せ
て
、
清
瀬
も
水
に
か

か
わ
る
三
点
セ
ッ
ト
が
出
来
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
は「
未
来
を
創
る
」と
横
断
幕
が
掛
か
る「
清
瀬
水
再
生
セ
ン
タ
ー
」が
、
下
宿「
ふ

せ
ぎ
」の
傍
に
あ
り
ま
す
。
二
つ
目
は
命
、
赤
ち
ゃ
ん
を
授
か
っ
て
か
ら
お
参
り
す
る
中
清

戸
の「
水
天
宮
」で
す
。
そ
し
て
、
三
つ
目
が
小
児
病
院
跡
地
に
で
き
る
給
水
施
設
で
す
。

　

医
療
医
学
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る「
ふ
せ
ぎ
」「
水
天
宮
の
蛇
」「
結
核
研
究
所
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
マ

ー
ク
」の
３
匹
の
蛇
に
加
え
て
、
ほ
ぼ
そ
れ
と
同
じ
場
所
に
三
つ
の「
水
物
語
」が
出
来
上
が

っ
て
い
き
ま
す
。
清
瀬
に
は
本
当
に
価
値
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も「
手
を
つ
な
ぎ　

心
を
つ
む
ぐ　

み
ど
り
の
清
瀬
」を
皆
で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

～ 2015 年～～ 2015 年～



（
57
・
29
㌫
）・
女

＝
１
万
７
千
496
人

（
55
・
53
㌫
）・
合

計
３
万
４
千
51
人

（
56
・
37
㌫
）

◆
比
例
代
表　

男
＝

２27・1・1
　

現
在
の
清
瀬
市
史
は
、
昭
和
48
年
に
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
40

年
も
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
容
的
な
再
検
証

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
刊
行
以
降
の
歴
史
を
追
記
し
て
い
く
必

要
性
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
４
月
に
企
画
部
内
に
市
史
編
さ
ん
室
を
設

置
し
、
新
た
な
市
史
の
編
さ
ん
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
清
瀬
市
史
編
さ
ん
の
概
要
と
、
清
瀬
市
の
歴
史
に

つ
い
て
特
集
し
ま
す
。
気
持
ち
新
た
に
迎
え
る
新
年
こ
そ
、
私

た
ち
の
ま
ち
、
清
瀬
の
歴
史
に
思
い
を
馳は

せ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ　

市
史
編
さ
ん
室
☎
497
・
１
８
１
３

新
し
い
清
瀬
市
史
を
編
さ
ん
し
ま
す

～

市

制

50

周

年

に

向

け

て

～

　

 

近
年
、
歴
史
小
説
、
テ
レ
ビ
や
ゲ

ー
ム
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
歴
史
好
き

な「
歴
女（
れ
き
じ
ょ
）」
と
呼
ば
れ
る

女
性
が
出
現
す
る
な
ど
、
歴
史
が
大
き

な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
歴
史
に
関
心
を
持
つ
こ
と
は
、
私

た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
非
常
に
意
義

深
い
こ
と
で
す
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
現
代
社
会
は
、
こ
れ

ま
で
先
人
た
ち
が
築
き
あ
げ
て
き
た
尊

い
遺
産
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
歴
史
を
振
り
返

る
こ
と
は
、
現
在
を
違
っ
た
視
点
で
捉

え
る
こ
と
が
で
き
、
山
積
す
る
諸
課
題

を
解
決
す
る
糸
口
の
発
見
や
、
将
来
を

見
通
す
た
め
の
助
け
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
32
年
の
市
制
施
行
50

周
年
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

清
瀬
に
対
す
る
理
解
や
愛
着
を
深
め
、

　

新
た
な
市
史
を
編
さ
ん
す
る
た
め
に

は
、
現
在
の
清
瀬
市
史
を
編
さ
ん
す
る

際
に
活
用
し
た
資
料
や
そ
の
後
の
調
査

研
究
の
成
果
を
活
用
す
る
他
、
取
材
や

市
内
の
資
料
探
索
な
ど
に
よ
り
、
必
要

と
な
る
資
料
の
掘
り
起
こ
し
や
蓄
積
を

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
市
民
の
皆
さ

ん
に
市
史
編
さ
ん
事
業
の
意
義
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、
市
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
た
積
極
的

な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
市

史
編
さ
ん
室
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ブ
ロ
グ「
市
史
で
候

そ
う
ろ
う」
や

市
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
り
、
清
瀬

市
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
伝
統
芸
能
な
ど

の
紹
介
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
清
瀬
の
方
言
を
あ
し
ら
っ

郷
土
清
瀬
へ
の
誇
り
を
よ
り
一
層
育は

ぐ
くん

で
い
け
る
よ
う
、
新
た
な
清
瀬
市
史
の

編
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、
地
域
の
尊

　

市
史
編
さ
ん
事
業
を
進
め
て
い
く
に

あ
た
っ
て
、
必
要
と
な
る
調
査
、
基
本

方
針
の
検
討
や
事
業
の
監
修
な
ど
を
担

う「
清
瀬
市
史
編
さ
ん
委
員
会
」
が
組

織
さ
れ
、
11
月
17
日
に
第
１
回
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
学
識
経
験
を
有
す

る
委
員
・
関
連
団
体
委
員
・
公
募
委
員

・
副
市
長
が
委
員
と
な
り
、
計
13
人
で

組
織
さ
れ
、
ま
ず
は
、
市
史
編
さ
ん
の

基
本
方
針
に
つ
い
て
協
議
し
、
３
月
ま

で
に
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

委
員
長
は
互
選
に
よ
り
、
学
識
経
験

を
有
す
る
委
員
の
根
岸
茂
夫
氏
が
、
副

委
員
長
に
は
関
連
団
体
委
員
の
栗
山
究

　

12
月
14
日
に
行
わ
れ
た
選
挙
結
果

は
次
の
通
り
で
す
。

◆
選
挙
当
日
の
有
権
者
数

男
＝
２
万
８
千
897
人
・
女
＝
３
万
１

千
506
人
・
合
計
＝
６
万
403
人
（
在
外

含
む
）

◆
投
票
者
数
と
投
票
率

◆
小
選
挙
区　

男
＝
１
万
６
千
555
人

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
地
元
な
ら
で
は
の
情
報

収
集
の
あ
り
方
、
現
在
の
清
瀬
市
史
の

内
容
や
今
後
の
事
業
Ｐ
Ｒ
の
方
法
な
ど

に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

市
史
編
さ
ん
の
意
義
と
歴
史
を
知
る
こ
と
の
大
切
さ

市

史

編

さ

ん

室

の

取

り

組

み

清
瀬
市
史
編
さ
ん
委
員
会
が
発
足

現在の清瀬市史昭和 30 年頃の清瀬駅（写真上）と現在の清瀬駅

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
ブ
ロ
グ

「
市
史
で
候
」

11 月 17 日に行われた清瀬市市史編さん
委員会第１回会議

市史編さん室で作成した「清瀬の方言うちわ」（写真左）と「しし（市史）しおり」。
いずれも市ホームぺージからダウンロードできる（各施設での配布は終了）

◎は委員長・○は副委員長

分野 氏名 所属

学
識
経
験
者

浅倉　直美 駒澤大学講師

黒川　徳男
國學院大學兼任講師

・北区立中央図書館
「北区の部屋」地域
資料専門員

谷口　康浩 國學院大學教授
田村　均 埼玉大学教授

◎根岸　茂夫 國學院大學教授

団
体
代
表
な
ど

○栗山　究 清瀬市文化財保護
審議会

齊藤　隆雄 清瀬市郷土博物館
協議会

齊藤　靖夫 清瀬郷土研究会

坂間　和英 清瀬市郷土博物館
友の会

公
募

岡田　耕輔
清瀬市民黒田　一美

小西　一午
市 中澤　弘行 清瀬市副市長

編さん委員会委員名簿

い
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

き
っ
と
、
清
瀬
の
こ
と
が
も
っ
と
好

き
に
な
り
、
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
な

る
は
ず
で
す
。

衆議院議員小選挙区

衆議院議員比例代表

候補者 得票数
木原　誠二 16,250 票
池田  真理子 8,566 票
竹田　光明 8,034 票

政党名等 得票数
自由民主党 9,407 票
日本共産党 6,929 票
民主党 5,833 票
公明党 4,383 票
維新の党 3,991 票
次世代の党 948 票
生活の党 860 票
社会民主党 829 票
幸福実現党 120 票
新党改革 95 票

衆

議

院

議

員

選

挙

の

結

果

た
う
ち
わ「
清
瀬
の
方
言
う
ち
わ
」や
、

清
瀬
の
豆
知
識
を
学
べ
る
し
お
り
「
し

し
（
市
史
）
し
お
り
」を
市
役
所
や
郷

土
博
物
館
を
は
じ
め
と
す
る
各
公
共
施

設
で
配
布
す
る
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も
併

せ
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
清
瀬
の
歴
史
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
楽
し
い
内
容
を

企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

１
万
６
千
553
人
（
57
・
28
㌫
）・
女

＝
１
万
７
千
495
人
（
55
・
53
㌫
）・

合
計
３
万
４
千
48
人
（
56
・
37
㌫
）

※
各
候
補
者
得
票
数
（
清
瀬
市
分
）

は
左
表
の
と
お
り
。

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
☎
497
・

２
５
６
１

ダイヤルイン番号が混雑している場合は、代表
番号（042・492・5111）へおかけください。



　千葉・埼玉・東
京でいくつかの自
治体史編さんにか
かわってきました
が、この度住んで

　自然の人々の営
みもこの大地の上
に成り立っていま
す。清瀬の多様性
豊かな自然の起源

◆委員の皆さんから
＊市民の皆さんからの資料提供・情
　報をいただき刊行していく市民参
　加型の「清瀬市史」を 期 待 す る 。
＊近郊の市町村との関わりなどがよ
　り深く解明されることを楽しみに
　している。
＊歴史を考える材料である古文書
　に、少しでも親しみを感じてもら
　えるような市史にしたい。
＊学問的水準と使いやすさの両立を
　目指す。
＊郷土にコンパスの軸をしっかり据
　えて歴史を考え、清瀬の地域史を
　作りあげたい。
＊特に近代に力点を置き、真実の証

　言として自らも学びたい。
＊語りつがれて伝えられてきた昔の
　記憶が失われつつある。吟味して
　記録に残し、後世に伝えなくては。
＊現在の清瀬市史の内容を再検討
　し、清瀬の文化、教育などに役立
　つ市民に読まれる市史を期待。
＊郷土史は大切なもの。長く地域で
　生活した経験、そこで知り得たこ
　となどを活

い

かしてお役に立てれ
　ば。
＊専門知識や、他市の市史編さんに
　かかわった経験を活かしたい。
＊子どもたちに清瀬を大好きになっ
　てほしい。そのために親の世代が
　清瀬のことをよく知らなければ。

清瀬の出来事 年 世の中の出来事
神奈川県北多摩郡に清瀬村が誕生 明治 22（1889）年 大日本帝国憲法公布

エッフェル塔完成

神奈川県から東京府に移る 明治 26（1893）年 世界初の観覧車（機械式）が公開される

清瀬村立昇進尋常小学校
（現清瀬小学校）開校 明治 31（1898）年 キュリー夫妻がラジウムを発見

武蔵野鉄道（現西武鉄道）秋津駅開設 大正６（1917）年 ロシア革命が起こる

清瀬郵便局開局（無集配局） 大正 10（1921）年 アインシュタインがノーベル物理学賞を受賞

武蔵野鉄道清瀬駅開設 大正 13（1924）年 昭和天皇（当時は皇太子）ご成婚

東京府立清瀬病院開院
（現在の東京病院。所在地は現中央公園） 昭和６（1931）年 満州事変が起こる

村立清瀬中学校開校 昭和 22（1947）年 日本国憲法公布

気象通信所（現気象衛星センター）設立 昭和 25（1950）年 朝鮮戦争勃発

清瀬町になる 昭和 29（1954）年 清瀬で結核療養をした吉行淳之介が芥川賞受賞

清瀬公民館（現清瀬けやきホール）開館

　　　町章（現在の市章）が決まる
昭和 36（1961）年 「NHK 連続テレビ小説」放送開始

「上を向いて歩こう」が流行

初めての信号機が松山に設置される 昭和 41（1966）年 ビートルズが来日

清瀬市になる 昭和 45（1970）年 大阪万博開催

市役所新庁舎（現在の庁舎）完成
清瀬市史（現在の市史）刊行 昭和 48（1973）年 オイルショックが起こる

中央図書館開館 昭和 49（1974）年 東京でモナ・リザ展開催
長嶋茂雄が引退

市制 10 周年
第１回市民まつり開催 昭和 55（1980）年 イラン・イラク戦争勃発

竹の子族の最盛期

郷土博物館開館 昭和 60（1985）年 日航ジャンボ機が墜落
「新人類」が流行語に

清瀬 10 景が決定する 平成元（1989）年 消費税（３％）スタート

キヨセ ケヤキ ロードギャラリー完成 平成２（1990）年 東西ドイツ統一

清瀬駅北口再開発事業完成 平成７（1995）年 阪神淡路大震災
地下鉄サリン事件

「きよバス」が運行開始 平成 19（2007）年 第１回東京マラソン開催

市史編さん室設置 平成 26（2014）年 ソチオリンピック・
サッカーＷ杯ブラジル大会開催

上空から見た府立清瀬病院

給水塔からみた小金井街道（昭和
36 年）

町内に最初に設置された信号機
は、押しボタン式でした（町報
きよせ」昭和 41 年３月 15 日号）

昭和 45 年に発行された市勢要覧

再開発された清瀬駅北口（平成 7 年）

市
史
編
さ
ん
委
員
長

根
岸
　
茂
夫
氏

市
史
編
さ
ん
副
委
員
長

栗
山
　
究
氏

年表で見る清瀬の歴史
　「清瀬」という地名が誕生したのは、 明治 22

（1889）年のことでした。清戸の「清」と柳瀬川の
「瀬」からとったといわれています。

　それから「町」「市」へと形を変えながら、清瀬は
発展してきました。世の中の出来事と並べて、清
瀬の歴史を振り返ってみましょう。

　これから先、何十年も読み継がれていく、
新しい清瀬市史。清瀬の歴史を紡いでいく市
史編さん委員の皆さんに、清瀬市史編さんに
あたっての意気込みをお伺いしました。

いる清瀬の歴史の編さんに携わるこ
とになり、緊張を感じています。
　史料を掘り起こしながら、市域の
先人たちを主人公にして、どのよう
に現在の清瀬が作り上げられたのか
を、市民の方々と一緒にひもといて
いきたいと考えています。

と変遷をひもときながら、そのなか
で暮らしてきた人々が紡ぎだした歴
史や文化を一層つまびらかにしたい
です。そこに清瀬の特質を見いだす
ことのできる貴重な資料となること
を期待し、誰もが気軽に読める市史
となることを願っています。

新しい清瀬市史編さん
への思い

27・1・1３ 市役所にお電話をいただく場合には、市外局番
（042）からおかけくださいますようお願いします。
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児
童
養
護
施
設
の
多
く
は
終
戦
直
後

に
設
立
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
当
時

は
、
行
き
場
の
な
い
戦
災
孤
児
の
受
け

入
れ
が
主
で
し
た
。
そ
う
し
た
背
景

の
な
か
、「
子
供
の
家
」は
昭
和
24
年
、

清
瀬
市
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
、
少
子
化
に

よ
り
、
受
け
入
れ
る
子
ど
も
の
数
も
少

し
ず
つ
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
平

成
12
年
に「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
」が
制
定
さ
れ
て
以
降
、
虐

待
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
の
入
所
数
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
虐
待
が

疑
わ
れ
る
家
庭
を
発
見
し
た
場
合
、
一

般
市
民
に
も
福
祉
事
務
所
・
児
童
相
談

所
へ
の
通
告
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
か
ら

で
す
。
全
国
的
に
、
通
告
は
毎
年
増
え

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
虐
待
が「
心
理
的
虐
待
」「
身

体
的
虐
待
」「
性
的
虐
待
」「
ネ
グ
レ
ク

ト（
育
児
放
棄
）」の
４
つ
の
類
型
に
定

義
化
さ
れ
、
今
ま
で
は
表
面
化
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
表
に
出
て
き
た
結
果
な

の
だ
そ
う
で
す
。

　
「
子
供
の
家
」
で
は
２
歳
～
18
歳
の

子
ど
も
た
ち
が
、
３
棟
に
分
か
れ
た
本

園
に
30
人
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
あ

る
第
１
分
園
と
第
２
分
園（
い
ず
れ
も

本
園
と
は
別
の
場
所
に
位
置
）に
そ
れ

ぞ
れ
６
人
の
、
計
42
人
が
生
活
し
て
い

ま
す
。
基
本
的
に
中
学
生
以
上
は
個
室

で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
尊
重
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
で
は
、
で
き
る
限
り
家
庭
的
な

　

日
々
感
じ
る
喜
び
や
苦
労
を
伺
う

と
、
早
川
施
設
長
は
「
直
接
子
ど
も
た

ち
の
人
生
に
寄
り
添
う
支
援
で
す
の

で
、
責
任
は
大
き
い
で
す
が
、
そ
の
分

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
し
、
成
長
し
て

い
く
姿
を
見
る
と
、
何
物
に
も
代
え
が

た
い
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
虐
待
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
傷
を
負
っ
て
い
る
子
ど
も

が
増
え
て
お
り
、
な
か
に
は
集
団
適
応

障
害
、
低
意
欲
・
低
学
力
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
課
題
が
あ
る
子
が
い
る
の
で
、

工
夫
を
し
な
が
ら
そ
の
子
に
合
っ
た
対

応
を
し
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
行
動
上
の
問
題
が
あ
っ
た

と
し
て
も
そ
れ
は
決
し
て
そ
の
子
が
悪

い
わ
け
で
は
な
く
、
適
切
な
養
育
環
境

に
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
問
題
で
あ
る

た
め
、
子
ど
も
の
人
格
を
否
定
す
る
こ

と
な
く
、
児
童
相
談
所
や
学
校
と
連
携

し
て
ケ
ア
を
し
て
い
ま
す
。清
瀬
市
は
、

地
域
・
学
校
・
保
護
者
の
方
々
・
教
育

委
員
会
が
理
解
し
、
協
力
し
て
く
だ
さ

る
の
で
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
、

子
ど
も
が
育
つ
上
で
、
周
囲
の
環
境
が

ど
れ
だ
け
大
切
か
を
語
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

続
け
て
、「
こ
こ
に
入
所
す
る
子
ど

　
「
子
ど
も
の
虐
待
」
と
聞
く
と
、
普

　

地
域
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、

年
に
１
回
の
施
設
の
お
祭
り
に
地
域
の

このコーナー

は、市内在住の

市民編集委員が

清瀬に関連する

施設や事業者を

巡って、清瀬の

まちの特徴を紹

介します。

児 童 養 護 施 設「 子 供 の 家 」
子どもたちの不安を取り除き 安定した生活を支援する

児
童
虐
待
の
受
け
皿
へ

家
庭
的
な
環
境
で
の

子
育
て
を

子
ど
も
に
寄
り
添
う支

援
を

虐
待
が
起
き
る社

会
的
背
景

地
域
の
子
育
て
支
援
で

交
流
を

取

材

を

終

え

て

市民編集委員

片寄明香さん
（野塩在住・主婦）

27・1・1

　

さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
の
事
情
に
よ
り
、
児
童
養
護
施
設
に
入

所
す
る
子
ど
も
た
ち
。
児
童
養
護
施
設
は
、
全
国
で
599
施
設

（
平
成
26
年
７
月
現
在
・
全
国
児
童
養
護
施
設
協
議
会
調
べ
）

あ
り
ま
す
。
以
前
は
父
母
の
行
方
不
明
・
入
院
・
死
亡
な
ど

が
主
な
理
由
で
し
た
。
し
か
し
近
年
で
は
、
深
刻
な
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
る
児
童
虐
待
の
増
加
で
、
心
身
と
も
に
大
き

な
傷
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
受
け
皿
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
松
山
三
丁
目
に
あ
る「
児
童
養
護
施
設　

子
供
の

家
」施
設
長
の
早
川
悟
司
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

問
合
せ　

児
童
養
護
施
設　

子
供
の
家
☎
491
・
４
８
７
６

幼児から高校生まで、30 人（分園を含めると 42 人）が暮らす「子供の家」

　

心
に
大
き
な
傷
を
持
ち
な
が
ら
生
活

し
て
い
る
子
ど
も
も
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、「
子
供
の
家
」
に
は
暗
い

雰
囲
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。
風
が
冷
た
く

寒
い
日
で
し
た
が
、
外
で
元
気
に
遊
ん

で
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
目
に
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
、

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
も
期
待
し
て

い
ま
す
。

今回お話を伺った
早川施設長

入所者が生活する家。テラスハウス
のように部屋が区切られている

庭の大きな滑り台。寄付によって設置され
たもので、子どもたちに大人気

食事は生活スペースごとに職員や栄
養士の方が作る

ダイヤルイン番号が混雑している場合は、代表
番号（042・492・5111）へおかけください。

環
境
で
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ケ
ア
を
推

進
し
て
い
ま
す
が
、「
子
供
の
家
」
で

は
20
年
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
生
活
単
位

を
小
さ
く
区
切
る
形
で
運
営
し
て
お

り
、
各
ホ
ー
ム
５
～
６
人
で
生
活
し
、

一
般
家
庭
に
近
い
状
況
で
、
衣
食
住
の

提
供
を
し
て
い
ま
す
。
生
活
支
援
の
他

に
、
自
立
支
援
・
退
所
後
の
相
談
援
助

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
週
間
程
度
子
ど
も
を
預

か
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業（
定
員
４

人
）も
行
っ
て
い
ま
す
。

も
た
ち
は
、
時
に
は
泣
く
泣
く
家
庭
を

離
れ
て
連
れ
ら
れ
て
く
る
の
で
す
。
だ

か
ら
『
せ
め
て
充
実
し
た
生
活
を
送
ら

せ
て
あ
げ
た
い
』『
清
潔
で
快
適
な
生

活
空
間
を
提
供
し
た
い
』
と
考
え
て
お

り
、
来
年
は
大
規
模
修
繕
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
内
面
的
に
も
子
ど

も
た
ち
が
前
向
き
に
な
れ
る
よ
う
に
勇

気
付
け
、
力
付
け
ら
れ
る
技
術
を
お
と

な
た
ち
が
身
に
付
け
る
努
力
を
し
て
い

ま
す
。
食
事
面
で
も
、
各
生
活
棟
で
そ

れ
ぞ
れ
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
が
一
般
家
庭
と

同
じ
よ
う
に
作
っ
て
い
ま
す
が
、
差
が

出
な
い
よ
う
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
思
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
養
護
施
設
の
入
所
者
の

進
路
に
つ
い
て
は
、
高
校
卒
業
率
が
７

割
ほ
ど
で
、
大
学
な
ど
の
進
学
率
は
そ

の
中
の
約
２
割
と
い
う
の
が
現
状
だ

そ
う
で
す
。
中
卒
や
高
校
中
退
な
ど

で
、
18
歳
未
満
で
社
会
的
自
立
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
子
ど
も
も
多
く
い
る

た
め
、
就
職
難
な
ど
、
貧
困
の
問
題
に

も
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。「
子
供
の
家
」

で
は
、
大
学
な
ど
に
進
学
を
希
望
す
る

子
に
は
奨
学
金
や
さ
ま
ざ
ま
な
手
だ
て

の
情
報
を
集
め
、
安
定
し
た
生
活
を
送

れ
る
よ
う
支
援
し
、施
設
を
出
た
後
も
、

相
談
を
受
け
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

通
は
す
ぐ
に
そ
の
親
を
責
め
て
し
ま
い

ま
す
。
し
か
し
、
児
童
養
護
施
設
に
預

け
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
が
受
け
た
虐
待

の
約
６
割
は
ネ
グ
レ
ク
ト
で
、
そ
の
大

半
は
母
子
家
庭
で
あ
る
そ
う
で
す
。

　

離
婚
し
た
場
合
、
母
親
が
親
権
を
得

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
父
親
が

決
め
ら
れ
た
養
育
費
を
払
わ
な
い
ケ
ー

ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。
施
設
に
来
る
子

ど
も
の
家
庭
は「
単
身
」「
低
所
得
」「
低

学
歴
」
と
い
っ
た
特
徴
に
加
え
て
「
社

会
的
孤
立
」
が
あ
り
、
そ
れ
が
合
わ
さ

っ
た
結
果
が
、
子
ど
も
に
対
す
る
虐
待

に
な
る
そ
う
で
す
。

　

早
川
施
設
長
は
、「
母
親
が
悪
意
を

持
っ
て
虐
待
を
起
こ
す
わ
け
で
は
な
く

『
女
性
の
貧
困
』
が
基
盤
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
社
会
的
な
問
題
と
も
い
え
ま

す
。
親
に
対
し
て
必
要
な
の
は
非
難
で

は
な
く
、
支
援
な
の
で
す
。
一
人
で
働

き
な
が
ら
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
な
か

で
の
ス
ト
レ
ス
を
一
番
弱
い
子
ど
も
に

ぶ
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
、
夜
の
仕
事
で

子
ど
も
を
一
人
家
に
残
し
、
通
報
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
本
当
は
頑
張
っ

て
い
る
の
に
社
会
か
ら
非
難
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
」
と
、
虐
待
す
る
親

も
苦
悩
し
て
い
る
現
状
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

方
々
を
招
待
し
て
交
流
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
問
題
を
解
決
す
る
支
援
の
一

つ
と
し
て
、子
育
て
中
の
方
々
が
集
え
、

必
要
に
応
じ
て
相
談
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
な
場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
地
域
に
ど
の
よ
う
に
還

元
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
お
母
さ

ん
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
場
が

あ
れ
ば
、
一
人
で
悩
み
を
抱
え
て
孤
立

し
て
し
ま
う
こ
と
も
防
げ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
早
川
施
設
長
。

　

そ
し
て
最
後
に
、「
児
童
の
福
祉
な

ど
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
皆
さ
ん
に

は
、『
フ
レ
ン
ド
ホ
ー
ム（
週
末
里
親
）

に
な
り
ま
せ
ん
か
』と
い
う
提
案
を
し

て
い
ま
す
。
可
能
な
範
囲
で
一
時
的
に

子
ど
も
を
預
か
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の

方
々
と
直
接
関
わ
り
を
持
ち
、
共
に
子

育
て
を
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
」と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。



　

　

５

　昨年末に行われたけやき通り
の落ち葉清掃では、多くの市民
の方にご協力をいただきまし
た。また、その他の地域でも、
道路にたまった落ち葉を自主的
に清掃する姿も見ることがで
き、共助の力を感じることがで
きました。
　一方、昨年 11 月 22 日に発
生した長野県北部地震は、震度
６弱を記録した大きな地震でし
たが、一人の死者も出ませんで
した。
　今回、被害が大きかった白馬
村では、高齢者や幼児らが倒壊
家屋の下敷きになりました。夜
の遅い時刻にもかかわらず、す
ぐさま現場に駆けつけた近所の
住民たちが、ジャッキなどで瓦

が

礫
れ き

を持ち上げて被災者を救いだ
したため、一人の死者も出さず
に済みました。地域の人たちが
各世帯の家族構成を把握してい
なければ、瓦礫の下に取り残さ
れる人が出たかもしれません。
　この救出劇は、普段からの

「顔の見える」関係が、災害発
生時の被害を小さくすることに
つながったモデルケースという
ことができます。

―若い女性が狙われています！―
「モデルにならないか」と

巧みに口説かれ多重債務に！
＜事例＞
　まちで「写真を撮らせてほし
い」と声を掛けられた。「モデ
ルに興味はないか」と聞かれ
たので、「やってみたい」と答
えると、「モデルをやるには脱
毛が必要。100 万円のアクセサ
リーの購入契約をすれば無料で
脱毛エステティックが受けられ
る。契約後、一旦全額支払って
もらうが、会社が毎月分割して
返金するので実質負担はゼロに
なる」と言われたので、その言
葉を信じて契約してしまった。
　アルバイトの収入しかなかっ
たが、事業者から「実際の倍の
年収を申告すれば全額カードで
借りられる」と言われ、数社か
ら合計 100 万円をキャッシング
して支払った。初めの数回は事
業者から返金されたが、それ以
降は返金されない。担当者と連
絡が取れなくなり、だまされた
ことに気づいた。

＜アドバイス＞
　若い女性があたかも簡単にモ
デルになれるかのように言葉巧
みに誘導され、多額の債務を背
負わされるという被害が首都圏

慢性腎臓病（CKD）のお話小さな「共助」から
大きな「共助」まで

キヨセ ケヤキ ロードギャラリー作品紹介その９
　寒さ厳しいこの季節ですが、よく晴れた日のけやき通りは、澄んだ
空気がより一層、景色を美しく見せてくれます。今回は、キヨセ ケヤ
キ ロードギャラリーの美しい女の子を紹介します。

問合せ　郷土博物館☎ 493・8585

27・1・1

円卓会議の開催日程

七小＝決定次第、市のホーム
ページでお知らせいたします。

六小＝１月 24 日㈯正午～午後
１時 30 分、ベトレヘム学園（梅
園三丁目）

三小＝１月 21 日㈬午後６時～、
三小被服室

などです。
　25 年ほど前は、慢性腎臓病
が悪化し人工血液透析に入る方
のもともとの病気の多くは、慢
性糸球体腎炎とＩｇＡ腎症でし
た。しかし現在は、高血圧・糖
尿病・肥満が原疾患であること
が多くなっています。つまり、
生活習慣病が原因ということで
す。
　慢性腎臓病は、ほとんど無症
状で、症状が現れた時は人工血
液透析に入る時期であることが

四中＝１月 19 日㈪午後２時～、
四中図書室

　清瀬の風俗や郷土文化、伝統な
どを写真やイラストとともに紹介
します。

作品配置場所

を中心に急増しています。
　アクセサリーの売買契約は実
体のないうその契約であり、ア
クセサリー販売業者・エステサ
ロン・モデル事務所など複数の
事業者と複数の人物が登場し巧
みに役割分担をしてだますのが
特徴です。
　事業者は消費生活センターと
の交渉に応じず、まれに合意解
約書が取り交わされたとしても
実行されないという手法を繰り
返しており、全く救済されてい
ないのが現状です。
　甘い誘いにはわながありま
す。最近の悪質事業者はこのよ
うに手の込んだ勧誘をします。
少しでもおかしいと思ったら消
費生活センターに相談するよう
にしましょう。
問合せ　消費生活センター☎
495・6212（相談専用） 

【作者紹介】
佐藤忠良（1912～ 2011）
　東京美術学校彫刻科を卒業。
日本人として初めてフランス国
立ロダン美術館で個展を開き、
アカデミー・デ・ボザールの客
員会員に推挙された。

【作者紹介】
山本正道（1941 ～）
　東京藝術大学彫刻科を卒業。
平櫛田中賞、中原悌二郎賞優秀
賞などを受賞した作家で、主に
塑

そ

造
ぞ う

により、独自の風景彫刻を
手がける。

　「
思
い
出
」　
１
９
８
５
年
制
作　

ブ
ロ
ン
ズ

／
横
浜
市
山
下
公
園
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
赤

い
靴
」
の
像
も
、「
思
い
出
」の
作
者 
山
本
正

道
氏
に
よ
る
作
品
で
あ
る
。

　「
亜
古
」　
１
９
６
４
年
制
作　

ブ
ロ
ン
ズ
／

作
者
の
作
品
は
具
象
彫
刻
の
代
表
的
な
存
在

で
、
豊
か
な
詩
情
を
漂
わ
せ
る
洗
練
さ
れ
た
造

形
美
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

市役所にお電話をいただく場合には、市外局番
（042）からおかけくださいますようお願いします。

　大規模災害時には、行政機関
の機能が麻

ま

痺
ひ

するケースがあり
ます。道路が寸断され、救援の
到着が遅れることも想定されま
す。今回の災害をきっかけに、
地域での「共助」の重要性を再
確認させられました。
　次回の各校区の円卓会議は下
記のとおりです。地域コミュニ
ティーに参加してみたい方、地
域の問題について話し合いたい
方など、どなたでも参加できま
す。
　また、１月 24 日㈯の六小円
卓では「親子で楽しむ餅つき大
会」（雨天中止）を開催します。
どなたでも参加できますので、
ぜひお越しください！
問合せ　企画課市民協働係☎
497・1803

　慢性腎臓病とは、長い年月を
かけて徐々に腎臓が壊れていく
病気です。そして、慢性腎臓病
には原因となる病気があり、そ
れが何年、何十年も前から治療
もされずに見過ごされたために
発症するのです。
　その原因となる病気とは、

　　・高血圧
　　・糖尿病
　　・高尿酸血症
　　・慢性糸球体腎炎
　　・腎

じん

盂
う

腎炎
　　・ＩｇＡ腎症
　　・腎結石
　　・肥満

非常に多いのが現状です。
　たまたま市民健診や人間ドッ
クを受け慢性腎臓病が見つかる
頻度は高いのですが、「尿たん
ぱく陽性」や「血圧が高い」、「血
糖が高い」などと言われても、
症状がないため何年も放置され
てしまいます。
　そしてあるとき、「頭痛」「吐
き気」「貧血」「体がだるい」「疲
れやすい」などの症状で医療機
関を受診し、血液検査で慢性腎
臓病と診断され、「近々透析に
入るかもしれない」と宣告され
てしまいます。
　健康推進課では、慢性腎臓病
の早期発見のため、市が行って
いる健診で尿たんぱく陽性の結
果が出た方に連絡を差し上げて
います。
　この連絡は、皆さんの健康を
保つための、とても大切なもの
です。連絡を受けた方は、ぜひ
市の主催している腎臓病の勉強
会に参加し、専門的な指導を受
けてください。

（文＝一般社団法人清瀬市医師
会）
問合せ　健康推進課健康推進係
☎ 497・2076



☆
サ
ー
ク
ル
仲
間
募
集

27・１・１

☆
催
し
物

６

市
民
伝
言
板

―
高
次
脳
機
能
障
害
者
の
就
労
支

　

援
対
象　

高
次
脳
機
能
障
害
に
関
心

の
あ
る
す
べ
て
の
方
。
先
着
500
人

日
時　

１
月
31
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分
（
開
場
は
午
後
０

時
45
分
～
）

場
所　

ま
ろ
に
え
ホ
ー
ル
（
東
久

　

社
交
ダ
ン
ス

　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
種
目
を
主
に
学

ぶ
サ
ー
ク
ル
で
す
。
基
礎
か
ら
ベ

ー
シ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
中
心
。
見
学

・
体
験
大
歓
迎
。
金
曜
13
時
～
16

時
、
竹
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、

入
会
金
千
円
・
月
会
費
３
千
円
、

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
青
空
」・
中

野
☎
495
・
２
９
５
５

対
象　

平
成
６
年
４
月
２
日
～
平

成
７
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

日
時　

１
月
11
日
㈰
午
前
11
時
～

（
開
場
は
午
前
10
時
～
）

場
所　

清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル

※
直
接
会
場
へ
。
成
人
対
象
者
に

は
12
月
初
旬
に
案
内
状
を
送
付
し

ま
し
た
。
ま
た
、
駐
車
場
は
あ
り

　

将
棋

　

▪
月
例
会　

第
３
土
曜
13
時
～

17
時
、
年
会
費
＝
千
500
円
▪
将
棋

教
室　

超
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま

で
。毎
月
第
２
土
曜
10
時
～
12
時
、

講
習
代
＝
お
と
な
女
性
200
円
・
男

性
300
円
（
小
・
中
学
生
無
料
）、

い
ず
れ
も
竹
丘
地
域
市
民
セ
ン

　

フ
ラ
ン
ス
語
会
話

　

優
し
い
日
常
会
話
を
学
び
な
が

ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
な
ど
に
触

れ
、
異
文
化
交
流
し
て
い
ま
す
。

月
４
回
金
曜
10
時
～
11
時
30
分
、

野
塩
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
月

会
費
６
千
円
（
初
回
無
料
）、
フ

ラ
ン
ス
語
同
好
会
・
角
田
☎
496
・

７
０
０
５

成

人

記

念

式

典

①
新
春
落
語
会　

中
里
亭

日
時　

1
月
24
日
㈯
午
後
２
時
～

場
所　

中
里
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

出
演　

弥
一
家
酔
太
、
茶
柱
亭
立

丸
、
珍
幻
斎
青
葉
、
三
崎
家
桜
の

輔②
中
清
戸
亭　

新
春
コ
ラ
ボ
編

日
時　

２
月
８
日
㈰
午
後
１
時
30

～場
所　

中
清
戸
地
域
市
民
セ
ン
タ

ー出
演　

大
泉
落
語
研
究
会
、
東
京

経
済
大
学
落
語
研
究
会

高
次
脳
機
能
障
害
講
演
会

　
先
着
25
人
。10
人
以
上
で
実
施
。

日
時　

①
１
月
23
日
㈮
～
25
日
㈰

②
２
月
６
日
㈮
～
８
日
㈰
③
２
月

27
日
㈮
～
３
月
１
日
㈰
、
い
ず
れ

も
出
発
＝
午
後
７
時
30
分
、
到
着

＝
午
後
５
時
30
分
（
交
通
状
況
に

よ
り
変
動
あ
り
）

集
合
・
解
散
＝
清
瀬
駅
北
口
西
友

前宿
泊　

清
瀬
市
立
科
山
荘
（
長
野

県
北
佐
久
郡
立
科
町
大
字
芦
田
八

ケ
野
）

費
用　

お
と
な
２
万
６
千
円
、
小

学
生
２
万
１
千
円
（
２
泊
３
日
４

食
付
き
・
バ
ス
代
・
保
険
料
込
み
）

申
込
み　

電
話
で
清
瀬
市
立
科
山

荘
☎
０
２
６
７
・
51
・
２
３
０
０

（
市
内
固
定
電
話
の
み
☎
０
１
２

０
・
54
・
８
９
７
７
可
）へ

多

摩

六

都

フ
ェ
ア

高

校

生

写

真

展

　

多
摩
六
都（
清
瀬
市
・
東
村
山

市
・
小
平
市
・
東
久
留
米
市
・
西

東
京
市
）を
中
心
と
し
た
近
隣
高

校
の
写
真
部
な
ど
に
よ
る
合
同
写

真
展
で
す
。

日
時　

１
月
８
日
㈭
～
12
日
㈪
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は

午
後
２
時
ま
で
）

場
所　

郷
土
博
物
館

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
495
・
７
０
０
１

立

科

山

荘

ス
キ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー

催
し
物
コ
ー
ナ
ー
は
７
面
に
続
く

留
米
市
中
央
町
二
丁
目
）

内
容　

①
基
調
講
演
②
地
域
で
の

支
援
の
実
際
～
当
事
者
の
声
か
ら

講
師　

①
独
立
行
政
法
人
高
齢
・

障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
東

京
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
多
摩
支

所
主
任
障
害
者
職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー　

井
上
量
氏

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉

係
☎
497
・
２
０
７
３

施設名 電話番号 1㈭2㈮ 3 ㈯ 4㈰
市役所 492・5111
生涯学習センター 495・7001
男女共同参画センター 495・7002
消費生活センター 495・6211

清瀬けやきホール 493・4011

松山・竹丘集会所 495・1717
清瀬・ハローワーク就職
情報室 494・8609

子どもの発達支援
・交流センター 495・3030

障害者福祉センター 495・5511
障害者就労支援センター 495・0010
社会福祉協議会

・ボランティアセンター 495・5333

テニス
コート

下宿第三・下清戸
493・4033

中央公園

年始の市役所など業務予定
＝平常業務 ＝業務時間変更 ＝休業・休館

　

公
開
健
康
講
座
「
み
ん
な
で
健

　

康
100
歳
」

　

長
年
の
脳
神
経
外
科
医
の
経
験

か
ら
、
健
康
で
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

を

お
話
し
し
ま
す
。
１
月
15
日
14

時
～
、
ベ
ト
レ
ヘ
ム
の
園
病
院

（
梅
園
三
丁
目
）、
無
料
、
ベ
ト

レ
ヘ
ム
の
園
病
院
・
石
丸
☎
491
・

２
５
２
５

　

や
っ
て
み
よ
う　
　

３
Ｂ
体
操

　

用
具
を
使
っ
て
、
誰
に
で
も
楽

し
く
で
き
る
健
康
体
操
で
す
。
運

動
を
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。
金
曜

10
時
～
11
時
30
分
、
中
里
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
、
月
会
費
３
千
円
、

さ
わ
や
か
３
Ｂ
体
操
・
鈴
木
☎

495
・
８
０
２
２

！！　

 　
還
暦
野
球

　

58
歳
以
上
の
方
・
見
学
大
歓

迎
。
練
習
＝
水
曜
13
時
～
15
時
・

市
内
な
ど
の
野
球
場
、
試
合
（
約

20
回
）
＝
土
曜
13
時
～
15
時
の
２

時
間
・
都
内
野
球
場
な
ど
、
年
会

費
２
万
円（
半
期
ご
と
に
１
万
円
）

清
瀬
ジ
ェ
ン
ト
ル
・
小
俣
☎
492
・

５
７
５
７

第
27
回
多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア

　

多
摩
地
域
27
市
町
の
郷
土
誌
・

文
化
財
関
係
の
出
版
物
を
一
堂
に

集
め
展
示
販
売
し
ま
す
。

日
時　

１
月
17
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
５
時
・
18
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
３
時

場
所　

立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ

ー
ア
イ
ム（
立
川
市
曙
町
二
丁
目
）

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

郷
土
博
物
館
☎
493
・

８
５
８
５

子
ど
も
の
発
達
支
援
・
交

流
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座

―
発
達
障
害
児
へ
の
学
習
支
援　

対
象　

保
護
者
・
保
育
士
・
教
員

・
福
祉
関
係
者
・
学
生
な
ど
、
子

ど
も
の
支
援
に
か
か
わ
る
方
。
先

着
200
人

日
時　

２
月
７
日
㈯
午
後
１
時
30

～
４
時

場
所　

児
童
セ
ン
タ
ー

講
師　

国
際
医
療
福
祉
大
学
保
健

医
療
学
部
言
語
聴
覚
学
科　

遠
藤

重
典
氏

申
込
み　

氏
名
・
所
属
（
あ
れ
ば
）

・
連
絡
先
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
・
メ
ー
ル
で
子
ど
も
の
発
達
支

援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
と
こ
と
こ
☎

495
・
３
０
３
０

495
・
３
０
３
１

手
作
り
お
雛ひ

な

様さ

ま

講
習

　

着
物
の
端
切
れ
利
用
。
先
着
20

人
。（
子
ど
も
同
伴
不
可
）

日
時　

１
月
31
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
お
昼
休
憩
あ
り
）

場
所　

中
清
戸
地
域
市
民
セ
ン
タ

ー

講
演
会
「
糖
尿
病
と
Ｃ
Ｋ
Ｄ
」

―
検
査
値
か
ら
み
る
膵す

い

臓ぞ
う

・
腎
臓

　

の
守
り
方

対
象　

清
瀬
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
。
先
着
50
人

日
時　

１
月
15
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
３
時
10
分

場
所　

ア
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル

講
師　

清
瀬
博
済
堂
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
師　

柏
木
哲
也
氏
、
管
理
栄
養

士　

豊
田
知
恵
氏

申
込
み　

電
話
で
健
康
推
進
課
健

康
推
進
係
☎
497
・
２
０
７
６
へ

　

喜
寿
記
念
個
展

　

絵
が
苦
手
な
人
に
も
描
け
る
キ

ミ
子
方
式
。
始
め
て
15
年
記
念
の

村
岡
雅
子
個
展
。
１
月
17
日
～
30

日
（
24
日
・
25
日
は
休
み
）
11
時

～
17
時
、
ベ
ー
カ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ

ど
ん
ぐ
り
元
町
店
（
元
町
一
丁

目
）、無
料
、清
瀬
ね
っ
こ
く
ら
ぶ
・

青
木
☎
491
・
６
０
１
７

　

オ
ペ
ラ
鑑
賞
会

　

▪
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
歌
劇
「
椿

つ
ば
き

姫ひ
め

」

１
月
18
日
。
▪
サ
ン
・
サ
ー
ン
ス

歌
劇「
サ
ム
ソ
ン
と
デ
リ
ラ
」
２

月
15
日
、
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～

16
時
、
ア
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル
、
無

料
、
清
瀬
稲
門
会
・
大
畠
☎
491
・

０
５
７
２

　

新
春
歌
い
初
め

　

特
別
ゲ
ス
ト
に
立
樹
み
か
、
あ

す
か
美
生
を
迎
え
、
歌
と
踊
り
の

先
生
方
に
も
出
演
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
友
情
出
演
「
舞
流
太

鼓
」。
１
月
18
日
９
時
40
分
～
、

清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
、
入
場
無

料
、
清
瀬
歌
の
祭
典
実
行
委
員

会
・
穐
本
☎
090
・
２
９
３
３
・
６

７
８
０

　

幼
小
接
続
期
の
子
ど
も
の
大
変

　

さ
と
支
え
る
こ
と
の
大
切
さ

　

こ
の
時
期
に
よ
く
見
ら
れ
る

「
わ
が
子
の
気
に
な
る
こ
と
」
を

取
り
上
げ
な
が
ら
、
心
理
学
の
実

験
や
ケ
ー
ス
を
通
し
て
考
え
ま

す
。
１
月
27
日
10
時
～
11
時
30

　「地域自立支援協議会を中心とした相談支援体制の充実」
「障害者の就労・日中活動の場の整備による社会参加の促進」
「発達障害者・高次脳機能障害者・難病患者などに対する支
援の強化」という３つの重点施策を掲げた「清瀬市第４期障
害福祉計画」（案）について、皆さんの意見を募集します。
対象　市内在住・在勤・在学の方または市内に事業所を有す
る個人・法人・その他の団体、この事案について直接的に利
害関係が生じると認められる方
素案の閲覧　１月６日㈫から行政資料コーナー（市役所本庁
舎３階）、社会福祉課、障害福祉課、障害者福祉センター、
子どもの発達支援・交流センター、各地域市民センター、中
央・駅前図書館、生涯学習センター、男女共同参画センター、
児童センター、コミュニティプラザひまわり、清瀬けやきホ
ール、市ホームページで閲覧できます
意見の提出方法　１月６日から 27 日（必着）までに住所・氏
名・対象事案名・意見を記入し、直接または郵送、ファクス、
市ホームページ内にある専用フォームで障害福祉課障害福祉
係☎ 497・2073　　　492・5139 へ
◆ 1月 24 日㈯午前 10 時～正午、健康センターにて市民説
明会を行います。参加希望者は、直接会場へお越しください。

１月５日は休館

お

茶

の

間

寄

席

　

剣
道
・
居
合
道

　

①
剣
道
　
小
学
１
年
生
以
上

対
象
。
火
・
土
曜
＝
芝
小
、
水
・

土
曜
＝
八
小
、
火
・
金
曜
＝
十

小
、
木
曜
＝
五
中
、
火
・
水
・
金

曜
18
時
～
19
時
、
土
曜
17
時
～
18

時
、
木
曜
19
時
～
20
時
②
居
合
道

水
曜
18
時
～
21
時
、
七
小
、
い
ず

れ
も
入
会
金
３
千
円
、
月
会
費

小
・
中
学
生
２
千
円
（
経
験
者

は
年
会
費
５
千
円
・
学
生
３
千

円
）、
清
瀬
市
剣
道
連
盟
①
嘉
山

☎
493
・
６
１
８
７
②
金
田
☎
491
・

４
３
３
３

ヨ
ー
ガ

ヨ
ー
ガ
の
体
操
と
呼
吸
法
で
心

身
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
初
心
者
・
経

験
者
歓
迎
。
月
３
回
日
曜
ま
た

は
火
曜
ク
ラ
ス
10
時
～
11
時
30

分
、
竹
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、

入
会
金
千
円
・
会
費
３
か
月
３
千

円
、
健
康
ヨ
ー
ガ
・
藤
井
☎
493
・

７
４
０
５　

　

健
康
体
操

　

見
学
・
体
験
大
歓
迎
（
無
料
）。

女
性
の
み
。
火
・
木
曜
９
時
30
分

～
11
時
、
下
宿
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
、
入
会
金
千
円
・
月
会
費

３
千
円
、清
瀬
健
康
体
操
ク
ラ
ブ
・

花
井
☎
493
・
５
９
６
２

■
市
民
伝
言
板
利
用
案
内

　

市
民
公
開
講
座

　

①
高
齢
者
の
肺
炎
予
防
　
講
師

外
来
診
療
部
長　

永
井
英
明
②
ス

ト
ッ
プ
・
ザ
・
寝
た
き
り
　
講
師

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
長　

新
藤
直
子
、
い
ず
れ
も
２
月
１
日

14
時
～
16
時
、
東
京
病
院
（
竹
丘

三
丁
目
）、
無
料
、
東
京
病
院
・

北
川
☎
491
・
２
１
１
１

分
、
東
星
学
園
幼
稚
園
（
梅
園
三

丁
目
）、
無
料
、
東
星
学
園
幼
稚

園
☎
493
・
３
２
４
１

　

各
種
助
成
金
申
請
書
の
記
入
方

法
な
ど
。
先
着
20
人
。

日
時　

１
月
29
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

場
所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

講
師　

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー　

清
水
志
穂
氏

申
込
み　

１
月
4
日
か
ら
直
接
ま

た
は
電
話
で
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

☎
491
・
９
０
２
７
へ

費
用　

①
②
と
も
500
円

申
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で
①

中
里
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
☎
494
・

７
５
１
１
②
中
清
戸
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
☎
494
・
７
２
１
１
へ

※表に掲載のない市内公共施設は、１月４日㈰から、
また下宿・野塩・竹丘図書館は１月6日㈫から平常
業務（それ以外の図書館は 4日㈰から）となります。

　

２
月
15
日
号
掲
載
希
望
の
原
稿

は
、
１
月
5
日
か
ら
15
日
ま
で
の

間
に
受
け
付
け
。
先
着
20
枠
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
☎
497
・
１
８
０
８

ダイヤルイン番号が混雑している場合は、代表
番号（042・492・5111）へおかけください。

清瀬市第４期障害福祉計画（案）への意見を募集

1 月 4 日は午前９
時～午後６時（入
金業務は午後５時
まで）

下宿第三コートは
改修工事中

助

成

金

講

座

タ
ー
、
清
瀬
市
将
棋
愛
好
会
・
竹

内
☎
492
・
０
１
４
６

ま
せ
ん
の
で
、
ク
レ
ア
市
営
駐
車

場（
有
料
）ま
た
は
他
の
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
495
・
７
０
０
１

費
用　

千
500
円
（
材
料
費
込
み
）

持
ち
物　

裁
縫
道
具
・
昼
食

申
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で
中

清
戸
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
☎
494
・

７
２
１
１
へ

　

tocotoco@kiyose-hattatsu.
jp

へ
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②キッズダンス ( ㋐２～３歳クラス㋑ 4 ～
5 歳クラス )
     いずれも先着 16 人。
日時　体験講座＝㋐㋑とも１月９日㈮、定
期講座＝㋐㋑とも１月 23 日～３月 27 日ま
での第２・４金曜日（全 5 回）、㋐午前 10
時～ 10 時 45 分㋑午後３時 30 分～４時 30
分
費用　㋐㋑とも体験講座＝ 500 円、定期講
座＝ 3,500 円（都度払い 800 円）

①アロマさんこんにちは
　初心者向けアロマ教室。各先着 16 人。
日時　体験教室＝１月 17 日㈯、定期教室
＝ 1 月 31 日、2 月 14 日・28 日、３月 14 日・
28 日の土曜日（全５回）、いずれも午前 10
時～ 11 時 30 分
費用　体験教室＝ 1,000 円（材料費込み）、
定期教室＝一括払い 7,500 円・都度払い
1,600 円（いずれも材料費込み）

③世界の料理教室（フィンランド編）
　先着 24 人。
日時　１月 30 日㈮午前 10 時～午後１時
費用　1,500 円（材料費込み）
※託児あり。（１世帯 500 円・要事前予約）
④オカリナ教室
　先着 16 人。
日時　１月８日～３月 26 日の第２・４木
曜日午前９時～ 10 時 30 分（全 6 回）
費用　4,200 円（別途テキスト代 1,080 円、
オカリナレンタル可・３か月 1,000 円）

◆生解説プラネタリウム「超新星爆発～オ
リオンの赤い星べテルギウスの最期」
日時　3 月 20 日㈮まで（投影時間約 45 分）、
平日＝午後 1 時～（水曜日と１月のみ）・
３時 50 分～、土・日曜日、祝日、1 月 5 日
㈪～７日㈬＝午後 1 時 10 分～・3 時 50 分
～
費用　観覧付入館券おとな 1,000 円、４歳
～高校生 400 円
※直接会場へ。
問 合 せ 　 多 摩 六 都 科 学 館 ☎ 042・469・
6100 へ

身近なイベントや
まちかどの話題を
皆さんから募集し
ています。

　平成 26 年 11 月２日・３日に明治神宮宝
物殿前広場（渋谷区代々木神園町）で「第
43 回東京都農業祭」が開催され、産物の部
門で清瀬市内の農家の方が特別賞を受賞さ
れました。
◆東京都知事賞（カブ）＝小寺正明さん
◆関東農政局長賞（ホウレンソウ）＝小寺良
治さん
◆ＪＡ全農東京都本部長賞（ダイコン）＝石
井龍之介さん　
　また、昨年末に新

に い

嘗
な め

祭
さ い

献穀献納式が皇居
で行われ、市内在住の横山暁さん夫妻が精
粟
あ わ

を献上しました。献上した粟は、平成 26
年 11 月 23 日に開催の新嘗祭で使用されま
した。

お

な

か

ス

ッ

キ

リ

エ

ク

サ

サ

イ

ズ

対
象　

清
瀬
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
。
先
着
40
人

日
時　

１
月
27
日
㈫
午
後
１
時
30

分
～
３
時
20
分

場
所　

竹
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

講
師　

健
康
運
動
指
導
士　

八
木

香
氏

持
ち
物　

タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
運

動
し
や
す
い
服
装

申
込
み　

１
月
５
日
か
ら
電
話
で

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係
☎
497
・

２
０
７
６
へ

対
象　

平
成
26
年
度
の
特
定
健
診

結
果
で
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象

に
な
っ
た
方
。
各
回
先
着
30
人

日
時　

①
１
月
15
日
㈭
②
26
日
㈪

③
27
日
㈫
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時

～
正
午
・
午
後
１
時
～
３
時

持
ち
物　

健
診
結
果
票

申
込
み　

電
話
で
健
康
推
進
課
健

康
推
進
係
☎
497
・
２
０
７
６
へ

健

康

チ

ャ
レ

ン

ジ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室
（
２
月
募
集
）

　

Ｐ
Ｃ
入
門
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
の
基
礎
講
座
な
ど
の
他「
個

人
レ
ッ
ス
ン
」
で
は
そ
れ
ら
の

フ
ォ
ロ
ー
も
し
ま
す
。詳
し
く

今
月
の
締
切　

１
月
23
日
㈮
（
必

着
）

実施園 日時 内容など
清瀬上宮保育園

竹丘 3-8-1
☎ 492・4015

1 月 29 日㈭
午前 10 時～ 11 時

親子で園内見学や給食試
食・保育相談など

のしお保育園
野塩 5-249

☎ 493・4550

1 月 9・16・23・30 日の金曜日午前
10 時～正午、1 月 13・20・27 日の
火曜日午前 10 時～ 11 時 30 分

かもさんグループ（室内外
遊び・給食試食）

中清戸保育園
下清戸 1-21-3
☎ 494・1772

① 1 月 15 日㈭午前 10 時～正午
② 1 月 30 日㈮午前 10 時～ 11 時

①お正月コーナー遊び（親
子 先 着５組）②劇団風の
子（親子先着 15 組）　
※いずれも要予約。①は１
月 5 日②は 1 月 19 日のみ
受け付け

保
育
所
体
験
特
別
事
業

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
保
育
・

幼
稚
園
係
☎
497
・
２
０
８
６

第43回東京都農業祭（産物の部門）で
　　　　　　　　　　　　特別賞を受賞

パ

ソ

コ

ン

講

習

①
初
心
者
講
習

②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
・
イ

　
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
の
仕
方
な

　
ど

申込み　①から④とも直接または電話でコ
ミュニティプラザひまわり☎ 495・5100 へ

②スペシャル歌声サロン
日時　1 月 21 日㈬午後２時～４時
費用　1,000 円（全席自由）
※直接会場へ。チケット販売は午後 1 時
30 分から
③ボ二ージャックスと歌おう！ 歌のひろば
日時　２月 28 日㈯午後２時～（開場は午
後１時 30 分）
費用　前売り一般 2,800 円・友の会 2,500
円・当日 3,000 円（全席指定・未就学児入
場不可 ）

①フォレスタ・ニューイヤーセレクション
　コンサート　
日時　２月３日㈫ 午後２時～（開場は午後
１時 30 分）・午後５時 30 分～（開場は午
後５時）
費用　前売り一般 4,500 円、友の会 4,200
円（全席指定・未就学児入場不可。チケッ

④清瀬けやき亭落語応援会　新二ツ目大会
　和室で楽しむ落語会。先着 40 人。
日時　１月 11 日㈰ 午後２時～ 4 時
費用　1,000 円・小学生 500 円（全席自由・
椅子席もあります）
出演　柳家花ごめ、古今亭志ん松、春風亭
朝之助、古今亭始
⑤ベビーマッサージ教室
対象　２か月～ハイハイ前までの赤ちゃ
ん。先着 10 組
日時　１月 20 日㈫午前 10 時 30 分～正午
費用　600 円
持ち物　バスタオル・タオル・赤ちゃんの
飲み物
申込み　①は直接けやきホールまたは電話
でカンフェティ☎ 0120・240・540 ☎ 03・
6228・1630（携帯のみ）へ、③から⑤は
直接または電話で清瀬けやきホール☎ 493

・4011 へ

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て
の
答
申

　

市
で
は
、
市
庁
舎
建
て
替
え
の

基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
公

募
市
民
や
団
体
代
表
、
学
識
経
験

者
な
ど
12
人
の
委
員
に
よ
る
「
清

瀬
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
策
定

委
員
会
」
を
設
置
し
、
全
12
回
に

わ
た
る
検
討
・
審
議
が
行
わ
れ
、

11
月
25
日
に
渋
谷
市
長
に
対
し
答

申
さ
れ
ま
し
た
。

　

答
申
書
に
は
、
庁
舎
規
模
・
庁

舎
機
能
・
敷
地
内
に
お
け
る
建
物

の
配
置
な
ど
の
諸
条
件
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
、
答
申
の
内
容
を

踏
ま
え
、
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

※
会
議
の
議
事
録
・
答
申
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
３
階
）
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ　

新
庁
舎
建
設
室
☎
497
・

１
８
０
５

答申書を手渡す澄川
委員長（右）と市長

　
快
眠
セ
ミ
ナ
ー
・
肺
年
齢
チ
ェ

ッ
ク
・
体
力
チ
ェ
ッ
ク
・
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
バ
ラ
ン
ス
測
定
な
ど
。

対
象　

清
瀬
市
国
民
健
康
保
険
に

実
施
園
な
ど　

下
表
の
と
お
り

日
時　

①
１
月
８
日
㈭
午
後
７
時

～
②
１
月
10
日
㈯
午
後
６
時
30
分

～場
所
　
①
竹
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ

ー
②
児
童
セ
ン
タ
ー

※
直
接
会
場
へ
。両
日
保
育
あ
り
。

問
合
せ
　
子
育
て
支
援
課
保
育
・

幼
稚
園
係
☎
497
・
２
０
８
６

そ
の
他
コ
ー
ナ
ー
は
８
面
に
続
く

日
時　

１
月
10
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時

場
所　

郷
土
博
物
館

指
導　

中
清
戸
婦
人
会

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

郷
土
博
物
館
☎
493
・

８
５
８
５

年
中
行
事
「
小
正
月

の
ま
ゆ
玉
飾
り
作
り
」

シ
ニ
ア
し
っ
と
く
講
座

問
合
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
494
・
０
９
０
３

清
瀬
市
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
案
説
明
会

　

今
月
か
ら
、
難
病
医
療
費
助
成

制
度
が
新
し
く
変
わ
り
ま
す
。

　

新
た
な
難
病
医
療
費
助
成
を
受

け
る
た
め
に
は
、
申
請
手
続
き

が
必
要
で
す
。
詳
細
は
東
京
都

福
祉
保
健
局
の
難
病
患
者
支
援

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://www.

難
病
医
療
費
助
成
制
度

受

験

生

チ

ャ

レ

ン

ジ

支

援

貸

付

　
受
験
に
伴
う
費
用
の
捻ね

ん

出し
ゅ
つ

が
困

難
な
一
定
所
得
以
下
の
世
帯
に
、

受
験
費
用
を
無
利
子
で
貸
与
し
ま

す
。
高
校
、
大
学
に
入
学
し
た
場

合
は
返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象
　
中
学
３
年
生
・
高
校
３
年

生貸
付
内
容　

塾
代
＝
上
限
20
万
円

受
験
料
＝
中
学
３
年
生
は
上
限

２
万
７
千
400
円
・
高
校
３
年
生
は

fukushihoken.m
etro.tokyo.

jp/iryo/nanbyo/nk_shien/

で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

障
害
福
祉
課
庶
務
係
☎

497
・
２
０
７
２

は
各
公
共
施
設
に
あ
る
チ
ラ
シ
ま

た
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http
://www.kiyose-sc.or.jp/

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

き
よ
せ
健
康
塾
～
体
力

ア
ッ
プ
＆
快
眠
セ
ミ
ナ
ー

トは１月 13 日午前 10 時から販売）

場
所　

①
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
②

健
康
セ
ン
タ
ー
③
竹
丘
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー

内
容　

各
種
測
定（
骨
密
度
・
血

管
年
齢
・
体
組
成
・
血
圧
）、
健

診
結
果
の
説
明
、
健
康
プ
ラ
ン
づ

く
り
な
ど

加
入
し
て
い
る
方
。
先
着
50
人

日
時　

１
月
24
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分
（
30
分
ご
と
の
予

約
制
）

場
所　

ア
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル

申
込
み　

１
月
５
日
か
ら
電
話
で

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係
☎
497
・

２
０
７
6
へ

市役所にお電話をいただく場合には、市外局番
（042）からおかけくださいますようお願いします。

　

豊
作
祈
念
の
ま
ゆ
玉
飾
り
作

り
。

③
市
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を

　
学
ぶ

対
象
　
①
②
③
と
も
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
。
ま
た
、
②
③

は
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
経
験
の
あ
る

方
。
①
②
③
と
も
各
コ
ー
ス
定
員

20
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

日
時
　
①
２
月
３
日
・
10
日
・
17

日
・
24
日
、
３
月
3
日
・
10
日
の

火
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
②
２
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
・
14

日
㈯
・
15
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

③
２
月
12
日
㈭
・
13
日
㈮
・
19
日

㈭
・
20
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

費
用　

各
コ
ー
ス
千
円

申
込
み
　
①
②
③
と
も
１
月
８
日

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
教
室
名
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し

郵
送
で
〒
204
―
０
０
２
１
元
町
１

―
２
―
11　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

課
☎
495
・
７
０
０
１
へ

上
限
10
万
５
千
円

※
事
前
に
左
記
窓
口
に
ご
相
談
の

う
え
、
１
月
31
日
ま
で
に
左
記
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

直
接
生
活
福
祉
課
庶
務

係
☎
497
・
２
０
５
８
へ

　

元
気
に
朝
イ
チ
体
操
。
寝
な
が

ら
ス
ト
レ
ッ
チ
で
腰
痛
予
防
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
。

先
着
20
人

日
時　

１
月
18
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午

場
所　

信
愛
の
園（
梅
園
二
丁
目
）

講
師　

介
護
予
防
運
動
指
導
員

土
屋
テ
ル
子
氏

申
込
み　

１
月
５
日
か
ら
電
話
で

き
よ
せ
信
愛
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
492
・
１
８
５
０
へ



８

予＝要予約
直＝直接会場へ

事 業 名  対 象・内容など 日  程 時  間 場所 申込み
・問合せ

予親子歯み
がき教室

対象　満６か月～１歳６か月児と
その保護者。先着 20 人。
内容　口を開けない子どもの仕上
げ磨き方法、虫歯菌感染予防法、
親子歯科健診予約など
持ち物　母子健康手帳・歯ブラシ

１月
16 日㈮
・２月
６日㈮

午前９時30
分（まで受け

付け）
～11時30分

健
康
セ
ン
タ
ー

電話で健康推進
課保健サービス
係 ☎ 497・2077
へ

予親子歯科
健診

対象　１歳６か月～３歳児とそ
の保護者
内容　歯科健診、発達段階に合
わせた歯磨き練習、必要に応じた
フッ素塗布（無料）など
持ち物　母子健康手帳・歯ブラシ

・コップ

月曜日または
水曜日

※詳細は申込み時に案内
します。

予ママの時
間

未就学児を持つ母親
育児の悩みなど、お子さんと離
れお母さん同士で話しませんか。
費用　50 円（お茶代）
※保育あり。

１月
21 日㈬

午後２時～
３時 30 分

（受け付けは
午後１時 30

分～）

予離乳食か
ら幼 児 食 へ
のステップア
ップレッスン

１歳～１歳６か月の子どもをも
つ保護者。先着 15 組
子どもの食べやすい幼児食の調
理実演と試食・相談を行います。
費用　100 円（試食実演費）
持ち物　母子健康手帳

１月
14 日㈬

午前 10 時
～正午

1 月５日から電話
で健康推進課保
健サービス係☎
497・2077 へ

直
乳
幼
児
健
康
診
査

３～４
か月児

平成 26 年９月に生まれた乳児
とその母親

１月
13 日㈫

午 後 ０ 時 30
分～１時30分

（受け付け）
※対 象 者ごと
に受付時間を
調 整していま
す。事前に送
付する通知を
ご覧ください。

健 康 推 進 課 保
健サービス係☎
497・2077 へ
※清瀬市に転入
された方で通知
が 届 か な い 場
合、上記へお問
い合わせくださ
い。

１歳６
か月児 平成 25 年６月に生まれた幼児 １月

6 日㈫

３歳児 平成 23 年 12 月に生まれた幼児 １月
20 日㈫

※各健診終了後、子どもの計測日（２か月～４歳未満対象・午後３時～３時 20 分受け付け）を実施。
当日は持ち物（ホームページなど参照）をそろえて受け付けをしてください。

予新米ママ
と赤ちゃん
の会

生後３か月前後の子どもと
その親。定員 15 組
地域で子育てする仲間を作
りましょう。

1 月
16 日㈮・
23 日㈮・
30 日㈮

午後１時
30 分～

３時 30 分
市民活動
センター

電話またはメー
ルで NPO 法人
ウイズアイ☎452
・9765　
　with_eye@ya
hoo.co.jp へ予すくすく親

子教室
２歳以上の子どもとその親
一緒にリズム遊びなどを行いま
す。

１ 月 19 日
～３月２日
までの毎週

月曜日

午前 10 時～
正午

コミュニティプ
ラザひまわり

直Ｋ－ net
子育てひろば

０歳～就学前の子どもとその親
及び子育てに関心のある方
親子で自由遊び・読み聞かせ・
手遊び。（出入り自由）

１月
9 日㈮

午前 10 時～
午後２時

男女共同参
画センター

NPO 法人
子育てネットワー
ク・ピッコロ☎
444・4533

直
つ
ど
い
の
広
場

ころぽっ
くる

０歳～就学前の子どもとその親
親子で自由遊び・育児相談など。

火曜日を除
く毎日

午前 10 時～
午後３時

（出入り自由）

児童
センター

子ども家庭支援
センター
☎495・7701

野塩 月曜日を除
く毎日

野塩地域市
民センター NPO 法人

ウイズアイ
☎452・9765

with_eye
@yahoo.co.jp

野塩
出張

祝日を除く
月曜日

あいあいの家
（梅園二丁目）

下宿 月曜日を除
く毎日

下宿地域市
民センター

竹丘 月曜日・祝
日を

除く毎日

竹丘地域市
民センター

NPO 法人
子育てネットワー
ク・ピッコロ☎
444・4533元町 清瀬けやき

ホール

予＝要予約
直＝直接会場へ

事 業 名 対 象・内容など 日  程 時  間 場
所

申込み
・問合せ

予
直
一
般
開
放

①卓球
②バドミン
トン
③インディ
アカ

小学生以上（小学生は保護
者同伴）。先着① 12 組 ②③
各３組
費用　おとな 100 円・中学生
以下 50 円
持ち物　体育館履き・ラケッ
ト・ボール・シャトルなど

1 月 10 日㈯
午前９時30分～

・午後１時～
・午後３時～
（各２時間）

市
民
体
育
館

下 宿 地 域
市民センタ
ー ☎ 493・
4033
※ ② ③ は
当日午前 8
時 30 分 か
ら要電話予
約。

直健 康 増 進
室　 初 回 利
用者トレーニ
ング説明

18 歳 以 上 で、
健康増進室を
初めて利用す
る方

費 用　300 円
（ 健 康 増 進 室

利用料）
持ち物　 室 内
シューズ・運動
しやすい服装・
タオ ル・ 飲 み
物

午前 10 時～・午後２時～・午
後６時～（木・土・日曜日と祝
日は６時の回はなし、月曜日・
12 月 29 日～１月３日は休館）

い
ず
れ
も
15
分
前
ま
で
に
会
場
へ

健
康
増
進
室
（
健
康
セ
ン
タ
ー
３
階
）

健 康 推 進
課健康推進
係 ☎ 497・
2075

直ストレッチ
体操＊ 18 歳以上の方

毎週水曜日 午前 11 時
～ 11 時 30 分

毎週木曜日 午後３時30分
～４時

毎週金曜日
午前９時30分

～10時・
午後３時30分

～４時

直み ん なで
楽しくエクサ
サイズ＊

18
歳
以
上
の
方

パンチ＆
キック体操

1 月 10 日㈯
・24 日㈯ 午後３時

～４時バランス
アップ体操

１月 17 日㈯
・31 日㈯

ゆったり体操 １月 4 日㈰
・25 日㈰ 午前 10 時

～ 11 時筋力アップ
体操

１月 11 日㈰
・18 日㈰

直 夜 間 エク
ササイズ＊

30 分 エ ク
ササイズ

毎週水
・金曜日

午後７時30分
～８時

予健康・体
力度テスト

18 歳 以 上 の
方。先着５人
体力年齢など
の確認や運動
のアドバイス。

費用　200 円

1 月 6 日㈫
・20 日㈫ 午後７時～ 前日までに

電話で健康
推 進 課 健
康推進係☎
497・2075
へ

１月 11 日㈰・
25 日㈰ 午後３時～

※「＊」が付いた教室に参加する際、マシンの利用を希望される場合は、改めて「健康
増進室初回利用者トレーニング説明」にご参加ください。

◆ 24 時間電話で聞ける医療機関案内
　・清瀬消防署　☎ 491・0119
　・東京消防庁救急相談センター（救急車を呼ぶか直接病院へ行く
　　か迷う場合）☎＃ 7119 または☎ 042・521・2323
　・東京都医療機関案内サービス「ひまわり」　☎ 03・5272・0303
◆平日小児準夜間診療
　（月～金）多摩北部医療センター（東村山市青葉町一丁目）
　　受付時間　午後７時 30 分～ 10 時 30 分　☎ 042・396・3811
　（月・水・金）佐々総合病院（西東京市田無町四丁目）
　　受付時間　午後 7 時 30 分～ 10 時 20 分　☎ 042・461・1535

◆
市
・
都
民
税
（
第
４
期
）

◆
国
民
健
康
保
険
税
（
第
７
期
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
７
期
）

◆
介
護
保
険
料
（
第
７
期
）

2
月
2
日
㈪
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

実
施
日

内　科 歯　科

午前９時～午後５時 午後５時
～翌日の午前９時

午前９時 30 分
～午後５時 担当医

１
日

清瀬博済堂クリニック
竹丘 2-15-15 ☎ 410・0001 山

本
病
院

野
塩
１
‐
３
２
８　

☎
491
・
０
７
０
６

織
本
病
院

旭
が
丘
１
‐
２
６
１　

☎
491
・
２
１
２
１

は
救
急
病
院
で
す
。
救
急
患
者
は
24
時
間

受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
念
の
た
め
電
話
を

し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

清
瀬
休
日
歯
科
応
急
セ
ン
タ
ー

上
清
戸
２
‐
６
‐
10
（
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
491
・
８
６
１
１
（
受
付
時
間
は
午
後

４
時
30
分
ま
で
）

加藤
医師

　

清
瀬
市
歯
科
医
師
会
会
員

２
日

花園医院
松山 3-5-14 ☎ 491・0315

畑
医師

３
日

とみまつ小児科循環器クリニック
元町 1-1-14 ☎ 497・3456

島崎
医師

4
日

酒田クリニック
野塩 5-280-2 ☎ 496・7328

和気
医師

11
日

宇都宮病院
元町 1-4-41 ☎ 491・0103

天川
医師

12
日

中島医院
元町 1-3-45 ☎ 495・6727

岩崎
医師

18
日

清瀬リハビリテーション病院
竹丘 3-3-33 ☎ 493・6111

大西
医師
小幡
医師

25
日

北多摩クリニック
上清戸 2-1-41 ☎ 496・7760

27・1・1

　

市
（
緑
地
保
全
基
金
）
へ

　

清
瀬
ひ
ま
わ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一
同
様
（
４
万
３
千
540
円
）、
き

よ
せ
び
と
様
（
４
万
２
千
230
円
）、

匿
名
様
（
３
千
200
円
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1

中
学
校
選
択
制
度
申
請
結
果

　

平
成
27
年
に
入
学
す
る
新
1
年

生
を
対
象
と
し
た
市
立
中
学
校
選

択
の
申
請
者
は
33
人
で
し
た
。
今

年
度
は
全
員
希
望
通
り
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学校名 予定
人数 申請者 受入

状況
清中 22 10 10
二中 5 4 4
三中 30 4 4
四中 20 1 1
五中 20 14 14

計（人） 33 33

問
合
せ　

教
育
総
務
課
学
務
係
☎

497
・
２
５
３
９

　

ま
た
、
今
回
学
校
選
択
制
度
を

申
請
し
た
理
由
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
（
複
数
回
答
あ
り
）
で
、

最
も
多
か
っ
た
理
由
は
本
人
の
交

友
関
係
（
11
人
）
で
、
教
育
目
標

及
び
教
育
活
動
（
10
人
）、
指
定

校
へ
の
不
安
・
悩
み（
10
人
）
と

続
き
ま
し
た
。

し

ご

と

セ

ン

タ

ー

多

摩

就

業

支

援

―
ミ
ド
ル
の
た
め
の
再
就
職
支
援

　

講
座　

対
象　

30
歳
～
54
歳
の
方
。
先
着

50
人

日
時　

１
月
30
日
㈮
午
後
１
時
～

５
時

場
所　

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多

摩（
国
分
寺
市
南
町
三
丁
目
）

申
込
み　

電
話
で
東
京
し
ご
と
セ

ン
タ
ー
多
摩
☎
042
・
329
・
４
５
２

４

所

得

税
の

確

定

申

告

は

お

早

め

に
！

申
告
・
納
税
期
間　

所
得
税
＝
2

月
16
日
㈪
～
3
月
16
日
㈪
、
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
＝
3
月
31
日

㈫
ま
で
、
贈
与
税
＝
2
月
2
日
㈪

～
3
月
16
日
㈪

場
所　

東
村
山
税
務
署
（
東
村
山

市
本
町
一
丁
目
）

※
還
付
申
告
に
つ
い
て
は
2
月
13

日
㈮
以
前
で
も
提
出
を
受
け
付
け

ま
す
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）。
2
月
22
日
㈰
・
3
月
１
日

㈰
に
限
り
確
定
申
告
書
作
成
の
ア

ド
バ
イ
ス
及
び
申
告
書
の
受
け
付

け
を
行
い
ま
す
。

―
復
興
特
別
所
得
税
の
計
算
を
お

　

忘
れ
な
く

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分

ま
で
は
、
復
興
特
別
所
得
税
を
所

得
税
と
併
せ
て
申
告
・
納
付
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
左
記
へ
。

問
合
せ　

東
村
山
税
務
署
☎
042
・

394
・
６
８
１
１

第
９
回
清
瀬
市
長
期

総
合
計
画
策
定
審
議
会

日
時　

１
月
14
日
㈬
午
後
６
時
～

場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

※
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
直
接

会
場
へ
。

問
合
せ　

企
画
課
企
画
調
整
担
当

☎
497
・
１
８
０
２

消

防

団

出

初

式

新
春
恒
例
の
出
初
め
式
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
10
日
㈯
午
前
10
時
～

（
小
雨
決
行
）

場
所　

神
山
公
園

※
当
日
午
前
8
時
に
市
内
一
斉
に

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

防
災
防
犯
課
防
災
係
☎

497
・
１
８
４
７

東
京
消
防
庁
出
初
式

　

消
火
・
救
助
・
救
急
演
技
、
は

し
ご
の
り
、
音
楽
隊
の
演
奏
や
カ

ラ
ー
ガ
ー
ズ
隊
の
演
奏
・
演
技
な

ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　

１
月
6
日
㈫
午
前
９
時
30

分
～

場
所　

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
江

東
区
有
明
三
丁
目
）

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

清
瀬
消
防
署
防
火
査
察

係
☎
491
・
０
１
１
９

ダイヤルイン番号が混雑している場合は、代表
番号（042・492・5111）へおかけください。
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